
 

        
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の抱負 

校長 中村 篤 

新年おめでとうございます。例年よりも少しだけ長い冬休み、子どもたちは楽しく過ごす

ことができたようです。「クリスマスに〇〇をプレゼントしてもらったよ」とうれしそうに

報告してくれた子もいました。無事に始業式を迎えることができたのも、子どもたちの生活

を見守ってくださった保護者・地域の皆様のご協力によるものと感謝申し上げます。 

 今年の正月は大きな災害から始まりました。１月１日１６時１０分頃、石川県能登地方を

震源とするマグニチュード 7.6 の大きな地震があり、石川県で震度７の揺れが観測されまし

た。日が経つにつれ被害状況が次々と明らかになり、その被害の大きさと被災された方々の

ことを思うと胸が締め付けられる思いです。地震発生時、どのテレビ局の番組も緊急番組に

切り替わり、ＮＨＫではアナウンサーが強い口調で津波からの避難を呼び掛けていたことが

印象的でした。被災された方々には心からお見舞い申し上げるとともに 被災地域の一日も

早い復旧を心よりお祈り申し上げます。本校では２月にも避難訓練が予定されています。い

つ起こるかわからない地震や火災に対してしっかりと対応できるよう、真剣に取り組んでま

いります。 

 さて、２学期の終業式の校長講話の中で「１年間を振り返り、元日には、自分の次の目標

をしっかりと立てて、それに向けてさらに頑張っていきましょう」と話をしました。新年を

迎えるにあたり、お子様はどのような目標を立てたでしょうか。我が家では毎年恒例、家族

全員、新年の抱負の発表をしました。私の昨年の抱負を振り返ってみると、「究極のトマト

ソースのレシピを完成させること」は納得のいくところまで達成しましたが、「何事にもす

ぐに取り掛かるように努力すること」については全くできませんでした。点数にすると０点

です。努力は続けますが、目標としてはすっぱりとあきらめ、今年は次の二つを私の目標と

しました。一つ目は家の中の片付けをすることです。恥ずかしながら、私の部屋は足の踏み

場もないくらい必要のないもので散らかっています。きっと荷物の奥の方からはいろいろな

お宝（購入しても開封せずに放置したものなど）が発掘されると思います。今年こそは頑張

って片付けます。二つ目はダイエットをすることです。人間ドックでは様々な検査項目で引

っ掛かり、医師からは「痩せなさい」と毎年指導されています。学生時代は痩せていること

がコンプレックスで、どうにかして体重を増やしたいと努力をしていました（本当の話で

す）。難しい目標ではありますが、健康面を考えると少しずつ取り組んでいかなければと思

っています。 

 いよいよ、３学期が始まりました。子どもたちには、自分の目標や課題をしっかりともち、

次年度に向けてそれらを一つでも多く達成できるように努力を続けて欲しいと思います。教

職員一同、引き続きチーム城北小一丸となって子どもたちのさらなる成長のために教育活動

を展開してまいります。本年も保護者、地域の皆様のあたたかなご支援・ご協力を賜ります

よう、よろしくお願いいたします。 
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◇学校教育目標◇  

「 考える子 思いやりのある子 がんばりぬく子 」 


